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医療技術短期大学部WWWサーバーの運用と

提供すべきメニューデザインの提案について

小林干せ1),百瀬由美子1),鈴木治郎2)

A note on tlle management OfWWW-server at School

ofAllied MedicalSciences, Shinshu University

This is a survey article for the WWW-server on our school from September 1997 to Au-

gust 1998. One of the most development of contents is the Subject for Nursing. We set the aim

of this contents to high school students who can know the scene of Nursing.
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はじめに

筆者らは大学における情報公開の一貫とし

て,信州大学医療技術短期大学部(以下医短

と略す)のホームページ公開および運営に関

する報告1)2'3'を行ってきている.一昨年にお

いては看護学科として提供している情報の現

状に対する分析を行ない,看護学科を志望す

る高校生に直接教育現場から発信する情報を

伝えることを目的にホームページ項目を追加

した.さらに昨年においては,医短の学内施

設見学への興味を反映させ新技術を用いた実

習風景や実習施設の動画像を利用した項目の

追加を行った.しかし,アクセス数の増加は

認められず,どのようなページを作るべきか

が検討課題として残った.

そこで,これから看護教育を受けたいと

思っている高校生等を対象として,知りたい

と思っている知識を提供するという視点か

ら,看護婦(士)という職業に関する情報捷

供を目的としたメニューデザインの捷案を試

みたので報告する.

どのように情報提供すべきか

一昨年の時点では｢先行してホームページ

を開いた｣という立場にあったために内容自

体も自作した上での捷供が大きな課題になっ

ていた,しかし,現在では質を問わなければ
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インターネット上でふんだんに情報が手に入

る状況になっている.そうなると,高等教育

機関としては,自ら独自の内容をあれこれと

提供することも大切だが,すでに存在するた

くさんの情報を,自分たちの教育プランに

沿って適切に並べることのほうが, ｢高等教

育機関は技術的に新しく,より正確な情報を

提供する｣という線にそい,大きな社会義務

を果たすことになると思われる.また,膨大

な学校内での教育内容の一部を時間をかけて

自作してホームページに載せるCMまがい

の行為よりも,入学希望者にとってインター

ネットに接続さえできればふんだんに手に入

る情報をもとに, ｢専門家を目指す勉強とい

うのは素晴らしいんだよ｣と訴えることの方

が,高等教育機関の役割として適切であると

考える.

しかし,現在のところYahoo (http://

www.yahoo.co.jp/)などの情報検索サービ

スは,適切なインターネット上の情報に届く

ように設計されているわけではない.例え

ば, ｢看護｣や｢看護婦｣というキーワード

で検索しようとすると(1998年9月現在),

yahooの検索画面(図1)では,どのカテゴ

リーに含まれるのか明確ではない.サブカテ

ゴリーのリストをみても(図2), ｢看護･介

護｣内の108件に,目的の内容が含まれるの

かわからない.さらに, ｢看護･介護｣のサ

ブカテゴリーのリストを図3に, ｢看護婦･

看護士｣サブカテゴリーのリストを図4に示

すが,このようなリストの中から目的にあっ

た内容を捜し当てるのは時間を要する作業と

なると考えられる.同様に,図1の検索画面

から｢看護｣をキーワードに検索した場合の

リストの一部を図5に示す.このリストでは

検索キーワードをテーマにしたページがどの

ようなサブカテゴリーに入るかを示してい

る. Yahooではどのカテゴリーを指定する

かはホームページの持ち主が決めることに

なっており,必ずしも検索側に立った情報の
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配置とはいえないと考えられる.

goo (http://www.goo.ne.jp/)のような

全ページサーチで｢看護｣を検索した場合

(1998年9月現在), 6万件以上が現時点検

索される.同様に｢看護婦｣を検索すると3

万件以上が検索され,キーワード探索は膨大

な数の情報がひっかかり過ぎ,いきなりホー

ムページを読もうと考えるとは思われない.

また,適切な内容が検索されるとも限らな

い.そこで,高等教育機関からみたときの適

切な配置を検討し,よいインデックスをもっ

たページを紹介,またよいキーワードの指定

方法のようなこともわかれば紹介することも

必要と思われる.

医短で提供すべき情報

医短では毎年7月に高校生を対象とした学

内施設見学会を実施している.平成10年度

キャンパス見学会に参加した高校生に対する

アンケート調査の結果をみると,志望動機と

して就職が良い,国家試験の受験資格が取れ

る,人のためになる職業であるなどがある.

看護学科を志望している90名も表1に示すと

おりで,国家試験の受験資格が得られるから

という理由が最も多い.やはり,医短を志望

する学生は将来の職業を視野に入れた進路の

選択をしており,国家試験や職業に関する情

報撞供は欠かせないと思われる.

卒業後の進路についてみると表2に示すよ

うに,例年保健婦や助産婦を目指して進学す

る学生が3割以上おり, 4年制大学への編入

希望者も増えてきている.このことは医短に

進学を希望してくる学生が,看護婦の資格に

とどまらず自分の能力拡大を希望しているこ

表1　看護学科を志望する理由

志望理由 ��ﾉ�F耨���

国家試験の受験資格が得られるから 鼎R�

人のためになる職業だから �#��

就職が良いから 唐�

その他 澱�

記入なし �"�

表2　看護学科進学数,進学先

平成4年度 兌ﾙ�ﾃYD�7��平成6年度 兌ﾙ�ﾃyD�7��平成8年度 兌ﾙ�ﾃ僖�7��

保健婦学校 ��R�ll ����16 ��"�17 

助産婦学校 途�7 途�7 澱�10 

その他 釘�5 �2�3 �"�3 

合計 �#b�23 �#��26 �#��30 

(その他:養護教諭特別別科,保育専門学校,指圧専門学校,岡山大学教育学部,

信州大学理学部,富山医科英科大学,長野県立看護大学)

表3　希望する就労期間

1年次n=61 �)D韜�ﾓc��3年次n-58 

結婚まで 迭モ絣��l4(5,9) 澱���絣��

出産まで 迭モ絣��16(23.5) ��r�#偵ｒ�

できる限り 鼎茶�2����48(70.6) �3Bゴ偵b��
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とを示していると思われる.また在学FFlの学

生に希望する就労期間を調査したところ4)

できる限り仕事を続けたいと回答するものが

多く, 1年次生ほどその割合が大きい(衣

3).以上のことからも,医短卒業後の進路

に関する情報や就職後のキャリアアップに関

する情報を接供することも必要と思われる.

このような学生の進学先や就労期間の希望か

ら考えると,国民の在宅ケアへの関心の高ま

りから地域で働きたいと考えているものや,

専門看護婦を希望するものが多いことも予測

古れる.しかし,その仕事内容について正し

い知識を得ているとはいえない.そこで,覗

在基礎教育の中で重要祝され,カリキュラム

が変更されてきている,地域,在宅看護や,

専門領域などについての情報を提供すること

も必要と考えられる.

提案するメニュー項目

以上のことを踏まえ,看護教育を受けたい

と思っている高校生等を対象として,ほとん

どの卒業生がつく看護婦(士)という職業に

関する情報碇供として以下のようなメニュー

項目を撞案したいと考える.

1.仕事内容について

1)看護婦･看護士

2)保健婦

3)助産婦

000　500　㈹　500　0003　　　2　　　2　　　1　　　1

点上Y*Y斗4ト

V,S.a遠点五言真吾署長三言

図6　アクセスホスト数の月間推移

2.国家試験について

3.短大卒業後の進学について

4.短大卒業後の編入について

5.就職状況について

6.就職してからのキャリアアップについて

1)専門看護婦について

7.在宅看護について

8.移植医療に関する看護

9.救急看護

しかし,インターネット上の情報が適切な

配置とは言い切れない現在,内容の子細につ

いて今後検討する必要があると考えられる.

1年間の運用状況

1997年9月から1998年8月にかけての本学

WWWサーバーの運用状況を以下にあげ

る.昨年同様,学内からのアクセス数(アク

セス全体の約2割)を除いたものについての

みあげてある.

図6 ･ 7にみられるように,昨年度は一般

のインターネット利用者が増加したにも関わ

らず停滞していた3'ァクセス数が,再び増加

を示している.この間,ホームページ内容そ

のもの以外のアクセス数増加の要因として

は,医短の広報誌が新たに発行されたこと,

医短の入試案内にもURLが記載されるよう

になったことがあげられる.なお,医短内に
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図7　アクセス数の月間推移
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置かれている生命倫理関連のホームページ統

計は,別サーバー上で運用されているため,

上記データに含まれていない.

また, ｢インターネット白書98｣によれば,

この1年間に国内のインターネット利用者数

は推定1000万人を越えるまでになっている.

参考文献

1)鈴木治郎,矢部正之:医療技術短期大学

部WWWサーバーの構築について,信州大

学医療技術短期大学部紀要, 21:145-

151, 1995

2)小林千世ほか:医療技術短期大学部

WWWサーバーの運用について,信州大学

医療技術短期大学部紀要, 22 : 9 -12, 1996

3)百瀬由美子,小林干せ,鈴木治郎:医療

技術短期大学部WWWサーバーの運用と情

報公開について,信州大学医療技術短期大学

部紀要, 23: 9-12, 1997

4)曽根原純子,小林千世:看護学生の看護

婦イメージに関する研究;理想と現実の学年

別比較,信州大学医療技術短期大学部紀

要, 21:77-90, 1995

5)荒川靖子ほか:短大看護学科への進路決

定に影響する要因の研究,岡山大学医療技術

短期大学部紀要, 2 : 97-104, 1991

6)前田樹海,太田勝正:WWWによる情

報発信をしている看護系大学の現状とニー

ズ,日本看護研究学会雑誌, 21 (3):

328, 1998

7)日本インターネット協会編:インター

ネット自書98,インプレス, 1998

受付日: 1998年10月1日

受理日: 1998年11月20日




